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み
ん
な
で
え
え
る
長
寿
の
よ
る
こ
び

第
一
一
十
九
回

川
内
町
老
人
福
祉
大
会

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
日
に
中

央
公
民
館
大
ホ
l

ル
で
第

二
十
九

回
川
内
町
老
人
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た

大
会
に
は
、

町
内
の
お
年
寄
り
ゃ

福
祉
関
係
者
な
ど
約
六
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
表
彰
式
が
行
わ

れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

一

名
、

健
康
優
良
老
人
五
名
、
老
人

介
護
優
良
者

三
名

、

国
民
健
康
保

険
健
康
世
帯

二
十
四
世
帯
、
敬
老

作
文
優
秀
賞
入
賞
者
五
名
が
そ
れ

ぞ
れ
町
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。続

い
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

よ
り

、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み

、

老
人
ク
ラ
ブ

発
展
に
貢
献
し
た
八
名
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
米
寿
(
数

え
年
八
十
八
歳
)
を

迎
え

ら
れ
た
四
十
五
名
に
愛
媛

県
知
事
と

町
長
か
ら

、

金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
五
十

二
組
、
長
寿
お
し
ど
り
夫
婦
三
組

の
方
々
と
数
え
年
百
歳
以
上
の
長

寿
者
四
名
に
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

。

来
賓
祝
辞

、

受
賞
者
代
表
謝
辞

の
後
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
敬
老
作

文
入
賞
作
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

お
じ
い
ち

ゃ

ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
姿
が
素
直
に
表
現
さ
れ
た
作
文

発
表
で
は

、

お
も
わ
ず
う
な
づ
く
人

や
微
笑
む
人
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
作
文
発
表
に
引

き
続
き
、
井
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
紹
介
し
た
老
人
代
表
意
見
発

表
、
老
人
福
祉
に
携
わ
る
人
た
ち

に
よ
る
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
事
業
取

り
'
組
み
の
発
表、

大
会
宣
言
が
行

わ
れ

、

老
人
福
祉
大
会
を
終
了
し

土
品
、
し
れ
~

。

a‘ 

大
会
終
了
後

、
休
憩
を
は
さ
み

、



平
成
問
年
旧
月1
日
か
ら

高
齢
運
転
者
の
講
習

が
始
ま
り
ま
す
〆

平
成
九
年
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
運
転
免
許
証
の

有
効
期
聞
が
満
了
す
る
日
の
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
方
は
、

運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
た
め
に
は
、
高

齢
者
講
習
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た

。

高
齢
者
講
習
は
、
平
成
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

。

-
高
齢
者
講
習
の
内
容

V
運
転
免
許
証
の
更
新
期
間
が
満

了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七

十
五
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
の
満

了
日
の
約
二
カ
月
前
に
、
都
道
府

県
公
安
委
員
会
か

ら

通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

高
齢
者
講

習
は
運
転
免
許
証
の
更
新
を
受

敷
島
会

の
大
正
琴
演
奏

、
老
人
ク

ラ

ブ
婦
人
部
童
謡
の
会
の
童
謡
メ

ド
レ
ー
、
藤

幸
会
の
日

本
舞
踊
、

婦
人
会
の
銭
太
鼓
の
ア
ト
ラ

ク

シ

ョ

ン
が
披
露
さ
れ
、

会
場
の
皆
さ

ん
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

1
νキ
A
F
-
-
レ
ト
~。

け
る

場
合
に
、
あ
ら

か
じ
め
受
講

し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

v
高
齢
者
講
習
で
は
、
コ
ー
ス
ま

た
は
道
路
で
自
動
車
の
運
転
を

し
、
運
転
適
性
検
査
器
材
を
使

っ
て
検
査
を
し
ま
す
。

こ
の
こ

と
に
よ
り

、

自

ら

の
身
体
的
機

能
の
状
況
に
応
じ
た
安

全
な
運

転
の
指
導
が
得
ら

れ
ま
す
。

V
講
習
時
間
は
、

三
時
間
で
す
o

v
講
義
の
講
習
用
教
材
は
、
教
本

や
視
聴
覚
教
材
な
ど
を
用
い
ま

す
。

ビ
デ
オ
や
映
画
で
加
齢
に

伴
う
身
体
的
機
能
の
低
下

事
例

を
紹
介
し

、

安
全
運
転
、
運
転

特
性
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
よ
う
に
し
ま
す

。

ま
た

、

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
な
ど

を
活
用
し
、
高
齢
運
転
者
の
典

型
的
な
事
故
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。

そ
の
う
え
で
、

事
故
原
因

と
な
る
危
険
行
為
な
ど
の
回
避

ハ
〉
口U
D
l、

今
回
の
老
人
福
祉
大
会

で
は
、
ロ
ビ

l

に

「老
人

ク
ラ
ブ
作
品
展
」
と
し
て
、
俳

画
、
俳
句
、
書
、
彫
刻
、
手
芸

、

工
芸
な
ど

の
作
品
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
訪
れ
た
人
が
作
品
に

見
入
っ

て
い
ま
し
た

。

免許人口1 万人当たりの
年齢層別死亡事故件数 (平成9年中)
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a‘ 

2.5 

方
法
を
示
し
ま
す
o

v
通
常
の
運
転
免
許
更
新
手
数
料

の
二
千
二
百
円
と
は
別
に
、
高

齢
者
講
習
の
手
数
料
と
し
て
六

千
三
百
円
が
必
要
で
す

(
一
時

間
に
つ
き
二
千
百
円
)
。

V
講
習
を
終
了
し
た
人
に
は
、
「
高

齢
者
講
習
終
了
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

運
転
免
許
証
を

更
新
す
る
と
き
に
必
要
で
す
の

で
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

運 2.0 

1.5 

0.5 

1.0 

転
免
許
証
の
更
新
は
、
従
来
ど

お
り
有
効
期
間
の
満
了
す
る

一

カ
月
前
か
ら
で
す
。

そ
の
際
、

七
十
四
歳
以
下
が
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

更
新
時
講
習
は
免

除
さ
れ
ま
す
。

V
高
齢
者
講
習
の
制
度
は
、
平
成

十
年
十
二
月

一
日
以
降
に
運
転

免
許
証
の
有
効
期
間
の
満
了
日

を
迎
え
る
七
十
五
歳
以
上
の
人

か
ら
、
適
用
に
な
り
ま
す

。



す
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
す
。

-
加
入
対
象
と
な
る
人

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

(国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
)

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

、

六

十
五
歳
ま
で
に

二
十
年
以
上
加
入

加入して老後にゆとり農業者年金

農葉自絡笹音等加入者の配偶者農業経営者

農業経営者の後継者や

農業生産法人の常時従

事者である構成員など

三
十
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
等

を
持
つ
配
偶
者
も
家
族
経
営
協

定
を
結
べ
ば
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 

夫婦で lha以上持って

いること 、 収益の配分な

どを定めた家族経営協

定を結んでいることが必

要です

自分名義の農地等の面

積が30a以上ある農業経

営者

50a以上の農業経営者でちO歳までに20年以上加入することがで‘きる人は 、 法

律上、必ず加入しなければならない者となっておりますので、 まだ加入の手続き

をとっておられない方はお早めに農業委員会またはJAで加入の手続きをしてく

ださい。

※ 

家
族
経
営
協
定
書
の
用
紙
は

農
業
委
員
会
に
あ
り
ま

す
。

-
受
け
取
る
年
金
は

二
十
年
以
上
加
入
し
た
人
が
六

十
五
歳
ま
で
に
経

営
移
譲
し
た
場
合

に
は
経
営
移
譲
年

金
が
、
経
営
移
譲

し
な
い
場
合
に
は

農
業
者
老
齢
年
金

が
、
そ
れ
ぞ
れ
終
身

支
給
さ
れ
ま
す
。

経営移譲年金

(基本額年金)

額

経営移譲年金

(加算付年金)

算羽目

農業者老齢年金
経営移譲する相手がサ

ラリーマン後継者や農業

者年金に加入していな

い第三者の場合

経営移譲する相手が農業

者年金加入者、農業者年

金基金、農地保有合理化

法人等の場合
65歳までに経営移譲しな

かった場合

a‘ 

何?
十
月
を
「
犬
の
危
害
防
止
対
策

推
進
月
間
」
と
し
て

、

犬
の
正
し

い
飼
い
方
の
啓
発
、
野
犬
の

一
斉

掃
討
を
実
施
し
、
犬
に
よ
る
危

害

の
発
生
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す

。

V
飼
い
犬
の
三
な
い
運
動

O
放
さ
な
い

放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と
で

す
。

家
で
は
つ
な
い
で
飼
い

、
散

歩
の
時
も
引
き
'
綱
を
つ
け
て
。

O
捨
て
な
い

捨
て
犬
は

、

絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う

。

家
族
の

一
員
と
し
て

愛
情
と
責
任
を
も
ち

、

終
生
か

わ
い
が
り
ま
し
ょ
う

。

飼
え
な
い
時
は
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

不
妊

・

去
勢
手
術
に
努
め
ま
し
ょ
う

。

O
迷
惑
を
か
け
な
い

道
路
や
公
園
は
ト
イ
レ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
ん
尿
は
飼
い
主

の
敷
地
内
で
。

散
歩
の
時
の
ふ
ん

は
か
な
ら

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

、
円
ノ。



難
病
に
関
す
る

保
健
所
事
業

松
山
中
央
保
健
所
で
は
、
難
病
で
お
悩
み
の
患
者
さ
ん
と
家
族
を
対
象

に
左
記
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

難病医療福祉相談 難病訪問指導

医師 -保健婦が、病気や療 患者さん宅に保健所の保

内 養生活のご相談に応じます。 健婦が訪問し、療養生活のご

また、ケースワーカーが各種 相談に応じます。

福祉制度に関する相談に応 必要に応じて専門医・理学
奇円今、 じます。 療法士等も訪問し医療面 ・生

活面のご相談に応じます。

と
松山中央保健所 日を決めてお宅に伺います。

き 奇数月(1 1 ， 1, 3 月)
. 第 2 月曜日
と

13:00~ 15:00 一<-

ろ (予約制 )

口申込先
松山市北持田町132

松山中央保健所健康増進課

精神保健福祉係

fi941-1111 

(内線260)

昭
和
五
十
年
1

五
十
二
年
に
生

ま
れ
た
方
に
つ
い
て
、
ポ
リ
オ
の

免
疫
を
保
有
し
て
い
る
方
の
割
合

が
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
低
い
こ

と
が

、

厚
生
省
の
調
査
で
わ
か
り

ま
し
た
。

昭
和
ω
{
y
m
ω
年
生
ま
れ
の
方
、

気
を
つ
け
て
f

ポ
リ
オ

(
小
児
マ
ヒ
)
に
つ
い
て

ポ
リ
オ
の

免
疫
を
保
有

し
て
い
な
い

方
は
、
ポ
リ

オ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
者
と
接
す
る
機
会
が

多
い
場
合
や
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス

が
存
在
す
る
国
に
旅
行
す
る
場
合

な
ど
、
ポ
リ
オ
に
感
染
し
て
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

県民文化会館

ド一一 !空

白昼品ト
出;;;;I1

昭
和
五
十
年

1

五
十
二
年
に
生

ま
れ
た
方
は

お
子
様
が
ポ
リ
オ
を
接
種
す

* マ
合
弁
」
長
C

* 
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に

渡
航
さ
れ
る
と
き

に
、
再
度
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
は
、
予
防 東署前

F
登
録
と
注
射

司
お
す
み
で
す
か

O
登
録
・
・
・
・
・
・
・....
...
... ・
生
涯
I

回

O
狂
犬
病
予
防
接
種
:
:

・
・
年
l

回

O
届
出
:
:
:
転居
し
た
時

、
犬
が

死
亡
し
た
時

、

登
録

済
の
犬
を
譲
り
受
け

た
時

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町

健
康
セ
ン
タ
ー

8
9
6
6

・

2

1

9

1

接
種
法
に
基
づ
か
な
い
任
意
接
種

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
に
お
い
て
自
費
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

な
お
、
接
種
医
療
機
関
や
詳
し

い
内
容
に
つ

い
て
は

、

健

康
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

，、

白
、

。

ム

C
B
ν

口
川間
内 い

宮 町 合
9 1建 わ
6 康 せ
6 セ 先

ノ
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~@@@ 
?乏から
できること

a・0'- .私立~，
WSあい 移

-昭和36年に国民年金制|・例えば、昭和49年のオイ
度が発足し、国民全員が年 I )レショックで、物価が急騰し
金に加入する体制となって|た際には16.1%、翌日年に
かS30年以上。 この問、幾|は21.7%、年金額を引き上げ、
度か制度に手直しを加え|年金の実質的な価値を守
なが5、国民年金は老後生|ったのも、公的年金制度だ
活の柱として、みなさんを|か5できたことです。

-現在、年金制度の最大の
課題は、高齢化への対応で
す。 将来にわたって安定し
た制度であり続けるために
は、国民年金に対するみな

さんの正しい理解と協力
が欠かせません。

支え続けてきました。

経済変動にも負けない
物価の変動にあわせて年金額が改定され

る物価スライド制により、年金の価値が保障

されています。 、

、• .. 

受11"取る年金の
3分の11ま国庫から
基礎年金に必要な費

用の3分の1 は園、 3分

の 2を加入者の保険

料などで負担していま

す。

4島 4B@ ，
愈広畜:三

へ 。

(国民年金のメリットです)

老後をg.つとささえる
終身の年金
生涯、一定の収入が保障されます。

一生寄心

税金が安くなる
保険料は全額、社会保険料控除に、また受

け取る年金も公的年金控除になり、税金が

安くなります。



l DU:遊軍司

sa 
正

国民年金や厚生年金は
いずれパンクする

固が責任を持って運営
している制度。破綻する
ことはありません

国民年金や厚生年金などの公的年金は受給

者数約3 ， 000万人、被保険者(加入者)数約

7 ， 000万人とpう大きな保険集団です。 国が長

期的な見通しのもとに、必要な制度の改正を

行いながら運営しているので、破綻することは

ありません。

誠

正

国民年金の額は少なすぎる
個人年金の方がトクだ

個人年金や貯蓄だけで将
来設計するのは危険です

国が運営する公的年金と、保険会社等の営利事

業である個人年金は、性質も役割も遠います。 公的

年金は老後生活の基礎レベルを確保するためのも

ので、経済変動にも対-応、で、きるしくみになってpます。

一方個人年金は、個々のライフプランに応じた選択

が可能ですが、経済変動に対するリスクも大きくなり

ます 。 公的年金を土台に、さまざまなものを組み合

わせて将来設計をしてください。

. ' ・ ‘ E
_. ・・

… 
一圃・・ ， .._・・

.:I‘・・4

E ・ ‘ 可冒

吾.D
.鴨

正

保険料が上がったり
年金額の水準が変わったり
するので信用できない

現役世代の負担と、受給世

代の給付のバランスを保つ
ための修正が必要です

納める保険料はなるべく少なく、受け取る年金

はできるだけたくさんとは誰もが思うものですが、

財源は限られています。

現役世代はどの位の負担が可能か、老後の

年金はどの位が適切か、常に長期的な予測を

しながら、制度を点検・修正していく必要があり

ます。

少なくとも5年に l回、人口構成や経済変動な

どに応じて行われる制度の見直しは、みなさん

の年金を守るためのものなのです。

'" 
正

納めた保検料より年金額
の方が少なくなるという
鴎を聞き、保険料を納める
のがバカバ力しくなった

保険料の納付は『貯蓄』と
いうより『権利の積立』
です

公的年金は年金受給世代と現役世代が社会全体

で支えあうしくみ 。 あなたが納める保険料は、今の

受給世代を支えると同時に、あなたが将来、年金を

受けるための権利を積み立てているといえます。 仮

に保険料と同じ額を自分で貯蓄したとしても、今の

貨幣価値が将来どうなるかは誰にもわかりません。

公的年金なら、経済変動にかかわらず、何十年後も

基礎年金の権利を確実に保障するので安心です。

-



国
保
で
は
、
次
の
よ
う
な

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

-
療
養
の
給
付

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
病

院
(
医
療
機
関
)
に
そ
の
医
療
費

の
一
部
(

一
部
負
担
金

)
を
支
払

う
だ
け
で
、
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

残
り
の
費
用
は

国

保
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
負
担
額
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ク割国保負担13割醐担l

※ 

た
だ
し
、
退
職
者
医
療
制
度

の
資
格
者
は
、
本
人
(
退
職
被

保
険
者
)
に
つ
い
て
は、

外
来

・

入
院
と
も

二
割
自
己
負
担

、

そ

の
扶
養
家
族
に
つ
い
て
は
、
外

来
三
割
、
入
院

二
割
の
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

}

ι
や
も
し

墨
'
)

9
Y
μ
制
ー
に

V
こ
ん
な
と

き
に
受
け

ら
れ
ま
す
勺

-

診
察

・

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

、

検
査

・

病
気
や
ケ
ガ
の
治
療

・

入
院
、
看
護
の
費
用

.
治
療
に
必
要
な
薬
や
注
射

※
交
通
事
故
で
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

外
事
時
需
割
。

-
部
負
担

外
来
診
療
で
薬
を
処
方
さ
れ
た

場
合
、
投
薬
ご
と
に
下
表
の

一
部

負
担
金
(
患
者
負
担
)
を
支
払
い

| タ十用薬(湿布・目薬など) I 
1 種類・・ ・・・・ ・ ・ ・ 50円

2種類・・ ・ .. . . . .100円

3種類以上・ ..150円

| 頓服薬(解熱剤・鎮痛剤など) I 
1 種類・・ ・・ ・ ・ ・ ・・ 10円

※
外
来
時
の
薬
剤

一
部
負
担
は
、

高
額
療
養
費
の
支
給
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老

齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
、

お
よ
び
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
は

内服薬 (1 日分〉

1 種類・ ・・ ・ ・・・・・ . . .0 円

2--3種類・ . . . . . 30円

4--5種類・・・・・・60円

6種類以上・・・ 100円

入
院
時
。禽

事
代

入
院
中
の
食
事
は

、

左
表
の
額

を
支
払
う
だ
け
で
、
残
り
は
国
保

か
ら
支
払
わ
れ
ま
す

。

一般加入者 1 日 760円

住民税 90日までの入院 1 日 650円
非課税 平・ 4・・・ーーー ー ーーーーーーーーーーーーーーー

叩日を超える入院
1 日 500円世帯等 (過去12ヵ月の入院回数)

住民税非課税世帯等で老齢福祉
1 日 300円年金を受けている方

入
院
時
の
食
事
代
は
、
高
額

療
養
費
の
支
給
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方

は
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
福

祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

※ 

一
長
い
間
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い

一
て
退
職
し
、
年
金
を
受
け
る
よ
う

一
に
な

っ

た
方
と
そ
の
扶
養
家
族
に

一対
し
、
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す

一
る

制
度
で
す
。

一
対
象
と
な
る
方

一
①
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い

一

る
こ
と

一
②
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

一
て
い
な
い
こ
と

一①
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
老
齢

一

(
退
職
)
年
金
を
受
け
て
い
て

一
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の

加
入
期

一

聞
が
二
十
年
以
上
、
ま
た
は
四

一
十
歳
以
後
の

加
入
期
聞
が
十
年

一
以

上
あ
る
こ
と

一

資
格
・
届
け
出

一

退
職
者
医
療

制
度
の
資
格
は
、

一年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か

一
ら
と
な
り
ま
す

。

年
金
証
書
を
受

一け
取
っ
た
ら
、
十
四
日
以
内
に
届

一け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

「
国
民
健

一
康
保
険
退
職
者
被
保
険
者
証
」
が

一
交
付
さ
れ
ま
す

。

退
職
者医療

制
度

a‘ 



家屋に対亨る
固定資産税の課税範匝

示
内
流
し
台
な
ど
に
ま
で
固
定
資
産
税
が
か
か
る
の
で
す

か
?
ま
た
、
建
て
た
後
に
作
っ

た
サ
ン
テ
ラ
ス
や

、

屋
外
の
独

立
し
た
プ
レ
ハ
ブ
の
部
屋
や
物
置
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か

7

一
‘
屯
一
門
堺
、
く
ぐ
り
戸
、
カ
ー
テ
ン
、
家
具
、
家
庭
用
ク

「
|
川
」
1

ラ
l

(ダ
ク
ト
が
あ
る
埋
め
込
み
型
を
除
く
)、
庭

木
、
庭
石
、
灯
龍
な
ど
は
固
定
資
産
税
の
対
象
外
で
す

。

評
価
対
象
に
な
る
も
の
と
し
て
は
、
流
し
台
、
造
り
付
け

家
具
、
床
暖
房

施
設

、

電
気
設
備
器
具

、

家
庭
用
昇
降
機
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

サ
ン
テ
ラ
ス
の
増
設
は
、
サ
ン
テ
ラ
ス
が
壁
で
周
囲
が
固

ま
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

家
の
床
面
積
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、

屋
根
と
柱
だ
け
で
し
た
ら

、
面
積
に
は

加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

プ
レ
ハ
ブ
の
部
屋
や
物
置
は

、

建
物
が
土
地
に
定
着
し
て

基
礎
と

一
体
化
し
て
い

る
場
合
は

、
固

定
資
産

税
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
四
個
程

度
の
上
に

の
っ
て

い
る
よ
う
な
簡
易
な
も
の
は
、
土
地
に
定
着
性
が
な
い
と
し

て
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

。

-お知らせ・
今年 1 月以降に新築又は増築された家屋を対象に家屋調査を9月と

12月に実施します。 該当するお宅には、評価補助員がお伺いいたします
ので、ご協力をお願いいたします。
また、今年の 1 月以降に家屋をとりこわした場合は、必ず税務課

(岱966ー2222⑮)まで申告してください。

持
活
者
俳
ヨ
喜
重

F
包
括
制
書
道

r将

司
験
及
び
受
験
講
習
会
の
開
催

口
試
験
日
時

公
共
下
水
道
管
へ
の
宅
地
内
排

水
設
備
の
接
続
工

事
に
は
資
格
が

必
要
で
す
。

そ
の
た
め

排
水
設
備

工
事
の
設
計
、
施
工
等
に
関
す
る

認
定
試
験
が
日
本
下
水
道
協
会
愛

媛
県
支
部
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す

。

十

一
月

二
十
九
日

(日
)

(
会
場)
松
山
市
立
東
中
学
校

口
費
用

受
講

、

試
験
で
七
千
円

※
お
問
い

合
わ
せ
は
、
水
道
課

2
9
6
6

・

2
2
2
2
m

~

d
b
 

口
申
し
込
み

川月卜
内 二 月
町卜 一
水日日
道~ ~ 
諜火木

:可

口
受
験
講
習
会

十

一
月
十

一
日

(
水
)

(
会
場
)松
山
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

法人土地基本調査・

ご協力ください

11月に全国で 「法人土地基本

調査及び法人建物調査」 が行

われます。

法人土地基本調査は、我が

国の法人における土地の所有や

利用の状況などについて調査を

行い、法人建物調査は、法人の

所有する建物の現況などについ

て調査し、土地と建物を一体とし

て把握することにより、国土の利

用状況に関する総合的なデータ

を得ることを目的としています。

その結果は、統計資料として

公表されるほか、国や地方公共

団体における土地政策の立案

のための基礎資料などとして活

用されます。

調査は、一定の統計的な方法

により抽出された全国の約49万

の法人が対象となります。対象と

なった法人の皆様には、 10月末ま

でに調査票が郵送されますので、

所定の事項を記入していただき、

同封した返信用封筒にて、 11月

30日までに返送していただきます。

なお、調査票は統計以外の目

的に使用されることはありません

ので、ありのままを正確に記入し

てくださし五。

皆様のご理解とご協力をお願

いします。

法人建物調査に



10 ・ 11 月の行事

第18困則肉町獅ミ子舞
競演会

ー
会
行
開
館

日
分
民

刊
日
公
場

月
時
央
広

叩
ロ
中
前

時
所

日
場
口
口

?とめ芝も

口日 時 11月 1 日(日)午前9時~

口場 所 滑川生活改善センター

口もよおし もちまき、アトラクション、野だて、

つりぼり、弓の試射、バーベキュ

ー、滑川ふるさと産品即売ほか

口主 催 滑川ためとも祭り実行委員会

口チケット バーベキュー

2 ，500円 (300名)予約

※チケットのお求め、お問い合わせは、

~966-5224(光明寺 ・ 内田)

または、

~966- 2222(内線35 ・近藤)

第35園田民大運動会

口日時
10月 1 8 日(日)

午前9時~
口場所

川内中学校
グラウンド 挺ぴ

話f
まで

~見てみませんか~

赤そIjGl花
口日時 10月 10日(土)

口場所 井内

永井公ーさん宅上

※当 日、写生大会などのイベント

もあります。

争 r鰍の花
4;'7ェス子イ1('1..
口日時 10月 1 日 -10月 2 日
口場所 重信町大字下林

愛媛県花き総合
指導センタ一
位964- 5867

口内容 花き展、フラワーデ
ザイン展、いけばな展、押
し花展、ハーブ展、花の種 ・
ポ ッ ト苗プレゼント、花と
緑の相談コ ー ナ 一 、フラワ

ー オ ー クション、園芸バザ
ール、ふるさと市コーナー、
バザー 、どてかぼちゃ展、

遊具コ ーナー

救急講演舎

口日時 10月 30 日(金)

午後 6 時- 9 時

口場 所 川内町中央公民館

第 l 会議室

口内 容 「乳幼児の突然死

を防止するためにj

秋田市立総合病院

円山啓司先生

口申込締切 10月 1 6 日 (金)

口申込先 東温消防本部

救急係井門まで

fi964-5210 



• 
川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
よ
り

人
権
作
文

み
ん
な
で
な
か
よ
く
し
た
い

わ
た
し
た
ち

川
上
小
学
校
の

二

年
生
は
、
七
月
十
四
日
に
、

ろ
う

じ
ん
ク
ラ
ブ
の
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
と
、
「
ふ
る
さ
と
こ
う
り

ゅ
う
か
ん
、
さ
く
ら
の
ゆ
」
に
行

き
ま
し
た

。

わ
た
し
た
ち
の
グ
ル

お
ば
あ
さ
ん
が

一
人

は
い

っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

じ

ー

プ
に

は
、

こ
し
よ
う
か
い
の
と
き
、

「
わ
た
し
は
、
野
中
ま
い
で
す

。

」

と

言
っ

て
、
お
て
が
み
を
わ
た
し

ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
に

こ
に
こ
し
て
、

同和教育だより

「
よ
ろ
し
く
ね
。

」

と
言
っ
て
、
う
け
と
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、

や
さ
し

そ
う
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
よ
か

っ

た
な
、
と
思

っ

て
あ
ん
し
ん
し
ま

し
た
。

お
ふ
ろ
に
は
い

っ

た
と
き
、
お

川
上
小
学
校

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「か
ら

だ
を
あ

ら

う
と
き
は
、
上
か

ら
下
へ
と
あ
ら
う
ん
よ

。

」

と

言
っ

て
、
い

っ

し
ょ
に
あ
ら

っ

た
り
、
か
み
を
あ
ら
っ
た
あ
と
、

シ
ャ
ン
プ

ー

を
な
が
し
て
く
れ
た

り
し
ま
し
た

。

き
れ
い
に
な
が
し

て
く
れ
る
お
ば
あ
ち

ゃ

ん
の
手
は
、

と
て
も
あ
た
た
か
く
て
、

や
さ
し

か
っ

た
で
す
。

わ
た
し
は
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

」

と

言
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
み
ん
な
の
か
ら
だ
ゃ
あ
た
ま

を
な
が
し
て
く
れ
ま
し
た
。

す
こ

し
た
い
へ
ん
そ
う
で
し
た

。

か
え
る
と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、
わ
ら
っ

て
手
を
ふ
っ

て
く
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
、

「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
学
校
に
い
っ

て
ね
。

」

2 
年

野
中
麻
衣

と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
あ

い
た
い
ね
、
と

言
っ
て
い
る
み
た

い
で
し
た
。

わ
た
し
も
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
元
気
で
ね
。

」

と

言
い
ま
し
た
。

学
校
に
か
え

っ

て
、

と
も
だ
ち
と
、
さ
く

ら
の
ゅ
の
こ
と
を
は

な
し
ま
し
た

。

み
ん

な
、
や
さ
し
い
お
ば

あ
ち

ゃ

ん
だ

っ
た
よ
。

せ
な
か
を
な
が
し
あ

い
こ
し
た
よ

。

あ
た

ま
も
あ
ら

っ

た
よ
。

川内町fi

し
た
。

と
、
楽
し
い
こ
え
が
い
っ
ぱ
い
で

わ
た
し
に
も
お
じ
い
ち

ゃ

ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す

。

お
じ

い
ち

ゃ

ん
は
、
や
す
み
に
な
る
と
、

に
わ
の
大
き
な
石
を
よ
く
う
ご
か

し
ま
す
。

石
で
あ
そ
び
ば
を
つ
く

っ

て
く
れ
た
り
し
ま
す

。

よ
く
あ

そ
ん
で
く
れ
る
と
て
も
や
さ
し
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す

。

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は

、
ぬ
い
も
の
が
じ
よ
う
ず

で
、
わ
た
し
の
よ
う
ふ
く
や
学
校

で
っ
か
う
ふ
く
ろ
な
ど
、
な
ん
で

も
つ
く
っ
て
く
れ
る
ま
ほ
う
の
て

を
も
っ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

お

か
あ
さ
ん
が
い
そ
が
し
い
と
き
に

は
、
わ
た
し
ゃ
い
も
う
と
と
あ
そ

ん
で
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

わ
た
し
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
く
れ
て
よ
か

っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す

。

一
年
生
の
と
き
に
は
、

ろ
、
つ
じ

ん
ク
ラ
ブ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち

ゃ
ん

に
学
校
へ
き
て
も
ら

っ

て
、

い
っ

し
ょ
に
お
て
だ
ま
や

竹
う
ま
を
し
ま
し
た

。

そ
れ
ま
で

は
、
ラ
ジ
オ
体
そ
う
の
と
き
な
ど

に
あ
っ
て
も
、
あ

ま
り
は
な
し
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
お
て
だ
ま
を
い

っ
し
ょ
に

つ
く
る
と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
は
り
は
あ
ぶ
な
い
か
ら
ね
、
気
を

つ
け
て
よ
。

」

と
、
や
さ
し
く
お
し
え
て
く
れ
ま

し
た
。

わ
た
し
は

、

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
て
つ
だ

っ

て
も
ら
い
な
が
ら

一
一こ
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
凹
こ
で
き
て

い
ま
し
た

。

そ
の
凹
こ
で
、
お
ば

あ
ち

ゃ

ん
が
お
て
だ
ま
を
し
て
み

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
て
だ
ま
の

な
げ
か
た
や
、
う
け
か
た
を
お
し

え
て
く
れ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、

".  

こ
こ
で
し
て
み
ま
し
た

。

ど
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
と
て

も
じ
よ
う
ず
に
で
き
て
い
ま
し
た

。

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た

。

お
じ
い
ち

ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ

ん
、
み
ん
な
や
さ
し
く
て
、
す
ご

い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
と
も
だ
ち
に
も
、

ほ
か
の
人
に

も
、
そ
れ
を
し
っ
て
も
ら
い
た
い

お

と
思
い
ま
し
た

。

も

っ
と
も

っ
と
み
ん
な
で
な
か

よ
く
し
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
お

し
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し

た
。



大会の結果は次のとおりです。
............. ..ーーー ・・・ーー ー司・・・・・・・・・ーーーーーーーー・・司・・・・・・・・・・・・・・-

'、

優勝 JII 内 ソフト

準優勝 きりてつ

最高殊勲選手賞 橋本伸二

優秀選手賞 山内 一人

敢闘賞 河」二 大
--ーーー・・・・・・・・・・・ーーー・・・・・・・・ーーーーーーーー・・・・・・・・・・・ーーーーーー・

広い仮設の水槽で

うなぎのつかみどり

もありました。

v 

A 

‘ . . . 
-E . . . . . . . . . . . . . . 
' , 

力メラレポート

則肉町軟式野球六会

8月 1 5 ・ 1 6 日の両日、 川 内中学校グラウンドで軟式野球

大会が開催されました。

中学生から社会人まで12チームが参加して行われた大

会では、ホームランが連続3本飛び出すなど、新たな記録

が生まれました。

‘ 色鮮やかな光の待が夜空に浮び上がり
と ても幻想的でした。

勇壮なみこしの鉢合わせもありました。

v 

子どもから大人まで参加して 、 川内音頭など、蹄りました。

a画‘



力メラレポート

4 第13回則肉町少奪
剣道大会

8月23B ， 93チーム450名が参加して川内町少年剣道

大会が川上小学校体育館で、開催されました。

体育館では、暑さを吹き飛ばす気合いのこもった声が

こだましていました。

試合結果(川内町関係分)は以下のとおりです。

画雪副直亙
0小学生(高学年)
準優勝 川内剣道会A

0小学生(高学年)

優勝 高須賀寛(川内剣道会)

O中学生(男子)

第3位 勇真吾 (川内剣道会)

0小学生(低学年)
優勝 菊地竜二(川内剣道会)

準優勝 中村善貴 (川 内剣道会)

.i1 

fえ
え

ノ~ ~>目

120名の参加者は、講演の先生や地元で

活動されている方々の発表を聞きながら、

川内町を再認識していました。
-
官γ
A
出
向
ゅ
は
町
、

愛媛学セミナー
~街道が結ぶ川内のくらし~

9月 12 日、中央公民館で愛媛学セ

ミナーが開催されました。

「街道が結ぶ川内のくらし」と題し

行われたセミナーは、金毘羅街道に

代表される歴史の道の宿場町として

栄えた川内の歴史や文化にスポット

を当てて、道の変化に よ って大きく

変わろうとしている 川内のくらしに

ついて考察しました。 /河

介護ボランティア友の会が
県社協会長表彰受賞

介護ボランテイア友の会(代表 : 高石ミヤ子さん)が愛媛県

社会福祉協議会会長表彰を受賞し、その伝達式が9月 18 日行わ

れました。

元看護婦、保健婦という経験を活かし、 高齢者の健康相談、

施設入所者との談話、ミニデイサービスのレクリエーション

を担当など、 老人福祉に貢献した功績が認められての表彰で

す。 おめでとうございます。

a画弘

4 



TOP/C TOWl 

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

2
9
6
6
・

2
2
2
2

赤
そ
ば
の
実
を
ま
く

八
月

二
十
三
日
、
井
内

で
赤
そ
ば
の

実
を
ま

く

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
そ
ば
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
「
高
嶺
ル
ビ
l

の
会
」
の
会
員
約

十
人
が
集
ま
り

、

ま
ず
松
山
中
央
地
域

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー

の
稲
荷
さ
ん

よ
り
そ
ば
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
義
を

受
け
て

、

さ
あ
種
ま
き
。

講
を
堀
り

、

そ
ば
の
実
を
ま
き

、

そ

の
後

、

足
で
踏
む
作
業
を
そ
れ
ぞ
れ
分

業
で
こ

な
し
ま

し
た
。

ま

だ
ま

だ
暑
さ
厳
し
く

、
な

れ
な
い

農
作
業
と
あ
い
ま
っ
て

、

作
業
ペ
1

ス

が
し
だ
い
に
落
ち
て
ゆ
き

ま

し
た
が

、

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
半
日
が
か
り
で
そ

ば
の
実
を
ま
く
作
業
を
終
え
ま

し

た
。

参
加
者
は

、

こ
こ
ち

ょ
い

汗
を
ぬ
ぐ

い
な
が
ら

、

や
が
て
咲
く
赤
そ
ば
の
花

の
時
期
に
写
生
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト

を
や
ろ
う
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た

。

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

ノ
月

二
十
六
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
三
日

間
、

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー

ン

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
愛
媛
県
を
訪
れ

、

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
を
展
開
し
ま
し
た

。

八
月

二
十
七
日

の
県
庁
前
広
場
で
行

わ
れ
た
愛
媛
県
コ
l

ス
の
出
発
式
に
は

、

川
内
町
か
ら
、
川
内
町

(代
)

え
~ 
会

川
内
吟
社

九
月
例
会
報

池
川
胡
谷

選

逆
縁
の
子
の
事
を
ふ
ピ
星
流
る

j也

水
穂

秋
天
や
穂
高
焼
告
河
童
橋

ね
む
ご
ろ
に
唯
一
の
人
の
墓
洗
ふ

能
…
田

慶

高
須
賀
茅
花

居
眠
リ
を
あ
え

T

各
め
ず
夜
学
の
師

f什

藤

千
春

ジ

ャ
ム
パ
ン
を
分
け
て
夜
学
子
席
に
つ
く

高
瀬

照
幸

流
星
や
田
水
見
に
虫
る

勝
手
口

子
の
部
屋
の
椅
子
の
乳
み
や

夜
学
の
灯

夜
学
子
へ
探
リ
堰
リ
L

た
蒸
か
し

藷

コ
ン
バ
イ
ン
来
入
る
広
田
豊
の
狭

人
の
触
れ
L

巣
を
拾
T

ゆ
け
リ
秋
の
蜂

菅
野

斗
j青

楠

治
子

念

静
波

高

須
賀
清
江

j也

網
谷

~婦人会から~
去る 9月 10 日の人権学習会では、

1 2 0名が江口いと先生を囲み、

切々と語られる先生に吸い寄せら

れました 。 講演テ ー プご入用の方

は貸し出しいたします。

ご参加 くださった大勢の皆様あ

りがとうございました。

。三恵ホーム包布縫い
10月 9 日 (金) 9時三恵ホームへ
集合。 どなたでもご協力願える方

は、お電話〈ださい。

(n966 -2301山本)

010月 EMボカシづくり
10月 25 日 ( 日 ) 午後2時より

中央公民館大ホール

0桜学級 10月 下旬
9月末日までに授業参観と手芸の

どち ら かを選択



交
通
安
全
旬
の
会
会
員
十
名
が
参
加
し

土
4
1
レ
れ
ん。

午
後
か
ら
は

、
川
内
町
内
コ
l

ス
(
横

河
原
橋
付
近
1

西
谷
交

差
点
折
り
返

し
)
の
伴
走
と
し
て
同
行
し

、

交
通
事

故
防
止
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

夏
休
み
作
品
展

九
月
凹

目
、

五
日
の

二
日
間

、
川

上

小
学
校
体
育
館
で
子
ど
も
た
ち
が

、

夏

歳満

休
み
中
に
取
り
組
ん
だ

工
作
や

、

な
ど
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

日
記

会
場
に
は

、

学
年
順
に

作
品
が
並
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た

。

低
学
年
の
作
品
は

、

ど
れ
も
か
わ
い
ら
し
い
作
品
で

、

高
学

年
に
な
る
に
つ
れ

、

大
人
顔
負
け
の
研

究
発
表
や
工
作
な
ど

、

力
作
ぞ
ろ
い
の

作
品
展
で
し
た

。

川
柳
も
づ
く
吟
社
九
月
例
会
報

喜
撰
亭

の
ば
す
、
切
る
作
業
な
ど

雷
に
一
歩
し
リ

、

ぞ
く
強
い
一
雨

田
中

う
ど
ん
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ鬼か
蛇
か
ピ

ッ

ク
リ

箱
に
あ
る
ス
リ
ル

佐
々
木
胡
舟

山
本
ひ
ろ
志

蓋
と

っ

て
奈
落
を

覗
く
マ
ン
ホ
ー

ル

二
十
年
前
の

・刀
プ
セ
ル
蓋
を
聞
け

九
月

十
二
日

、

中
央
公
民
館
で
「
う

ど
ん
づ
く
り
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た。

男
性
料
理
教
室
「
男
肴
倶
楽
部
」
の

指
導
で
中
学
生

十
六
人
が
う
ど
ん
づ
く

り
に
チ
ャ

レ

ン
ジ
。

こ
ね
る
、

を

体
験
。

最
後
に
み

ん
な
で
う
ど

しなまん
めかしを
んにた l味
のはがわ
よき、い

偆I 

う
な
う
ど
ん

蓋
を

し

た
筈
の
話
が
匂
い
虫
す

平
岡

松
岡

友
の
輸
を
広
げ
見

舞

い
の
千
羽
鶴

爪
楊
枝
使
っ
て
ミ

-
一
の
千
羽
鶴

熱
戦
の
火

ぶ
た

若
さ
の
始
球
式

座
談
合
口
蓋
し
た

い
人
も
い
る

篠
森
美
畳
里

都
築
長
貴
子

高
岡

田
の
岡
田
州

出
来
る
だ
け

歩
け
と

脆
い
足
へ
医
岩

校
歌
聞
く

幸
せ
岩
の
千
羽
偽

菅
野

高

瀬
喜
撰
亭

日
時

十
月
例
会
御
案
内

十
月
三
日

(
土
)
午
後七
時
よ
り

中
央
公
民
館
三
階

目
-
明
r
斤-rr' 

宿
題新

し

く
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

芋
・

捨
て
る

・

放
す

も
見
う
け
ら
れ
ま
し
た

。

あきこ

彰子ち ゃ ん
( 10月 l 日生)

やんちゃ娘の彩子ちゃん、素直でや
さしい女の子になってね。

(父・旬より )

ff重くん
(1 0月 8 日生)

匡豆1
黒川

お姉ちゃん、お兄ちゃん、将査

み~ んな元気に育ってね。
(父 ・ 母より )

来月号は、 11月生まれの満 I

歳児を募集します。 10月 5 日 ま

でに役場総務課広報係ま で写真

とコメン ト をお寄せください。
選

若
ヌーヰ

‘rで

J木

舟
義
国

紫華
泉



イプブガメ/ジョブ

園
再
就
職
希
望

圃
登
録
者
募
集

O
引
世
紀
職
業
財
団
再

就
職
希
望

登
録
者
支
援
事
業

育
児
、
介
護
等
の
た
め
退
職

し

、
将
来
再
就
職
を
希
望
す
る

方
は
、
登
録
す
る
と
次
の
支
援

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
す
。

①
再
就
職
に
役
立
つ
情
報
誌
の

定
期
的
な
送
付

②
再
就
職
の
準
備
な
ど
の
個

別

相
談

③
指
定
す
る
教
育
訓
練
の
割
引

券

(2
割
引
)
の
発
行

口
問
い
合
わ

せ
先

一T
7
9
0

・

o
o
-
-

松
山

市
千
舟
町
4

丁
目
4

の
3

側
幻
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務

所

(2
9
2

1

・

5
6
6
0
)

ま
で

口 ・・・・・科 σ〉哀尤
た業
めを
の希
講望
習す
会る
女
'1主主

目

-

ワ
ー

プ
ロ
(
日
商
検
定
3

級
)

・

老
人
、
病
人
介
護

・

パ
ソ
コ
ン

.
経
理
事
務
(
簿
記
検
定
2

級
)

.
女
性
再
就
職
準
備
支
援
集

団

セ
ミ
ナ
ー

口
問
い
合
わ
せ
先

日
時
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
松
山
市
山
越
町

4
5

0

番
地
愛

媛
県
女
性
職
業

セ

ン
タ

ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

2
9
2
3

・
2
2

0
1

園
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

園
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
分
i

午
後
5

時

口
場

所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

容

口
内い

じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育

上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た

は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の
相

談
口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
無料
・

秘
密
厳

守
)

口
電
話
相
談E

9
6
6

・
6

1

5

0

一
「
法
の
日
」

日
月
1

日

は
「
法
の
日
」
で
す

。

こ
の
機
会
に
法
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

人
々
が
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
個
人
の
自
由
が
保
障
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

週
間

個
人
の
自
由
は

、

無
制
限
に
保
障

さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り

ま
せ
ん
。

と
い
う
の
は

、
他
の

人
々
も
同
じ
よ
う
に
尊
重
さ
れ
る

べ
き
自
由
を
持
っ
て
お
り

、

自
分

の
自
由
と
他
の
人
々
の
自
由
が
衝

突
す
る
こ
と
も
あ
る
か

ら
で
す
。

そ
こ
で
、
法
は

、

そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
自
由
を
調
整
し
、
社
会
の
秩
序

を
保
つ
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
法
は
、
公
権
力
に
対
し
、

法
に
従
っ
て
権
限
を
行
使
す
べ
き

こ
と

を
命
じ
て
い
ま
す

。

こ

の
よ
う
に

、

す
べ
て
の
個
人

が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
た
め

に
は
、
法
に
よ
っ
て

、

基
本
的
人

権
が
擁
護
さ
れ
、
社
会
秩
序
が
確

立
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

「
法
の
日
」
は
、
こ
の
よ
う
な

法
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
を
国
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ

と
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
ま

裁
判
所
、
法
務
省
お

よ
び
日

本

弁
護
土
連
合
会
で
は

、
日
月
1

日

か
ら
の
1

週
間
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
、

全
国
各
地
で
講
演
会
、

座
談
会

、

無
料
法
律
相
談
な
ど
各

種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

し
た
。

園
入
、
『
正
比
四
月
一
回
司

・

J
2
-
-
=ロ
河
辺
日

H

山
月
1

1

7

日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。

こ

の
期
間
中
に
は
、
公
証

役
場
で
無
料
公
証
相
談
所
が
開
設

さ
れ

、

公
正
証
書
に
関
し
て
の
法

律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
証
役
場
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か。

公
証
役
場
で
は

、

当
事
者
の
依
頼

に
よ
り

、

金
銭
の
貸
借
、
不
動
産
の

売
買

・

賃
貸

、

損
害
賠
償
や
慰
謝

料
の
支
払
い
な
ど
各
種
の
契
約

書

(公
正
証
書
)
を
作
成
し
て
い
ま
す。

公
正
証
書
に
は
、
判
決
書
と
同
様

に
、

差
し
押
さ
え
や
取
立
て
の
効

力
が
あ
り
ま
す
。

遺
言
書
も
公
証

役
場
で
作
成
し
て
お
く
と
、
家
庭
裁

判
所
の
検
認
と
い
う
面
倒
な
手
続

き
を
受
け
る
こ
と
な
く
効
力
が
認

め
ら

れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か

、

会
社

の
設
立
の
た
め
の
定
款
や

私
書
証

書
の
認
証
、
確
定
日
付

の
付
与
な

ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め

に
は

、

公
正
証
書
を
作
成
し
た
り

、

承
認
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し

ま
す

。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
合
同
公
証
役
場

2
9
4

1

・

3
8
7
1



イプブ才メ/ジョブ

園
仕
事
と
家
庭
を

圃
考
え
る
月
間

労
働
省
で
は
、
毎
年
叩
月
を
「
仕

事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」
と
し

て
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
に
つ
い

て
社
会

一
般
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が

、

本
年
は
特

に
法
の
全
面
施
行
を
前
に
介
護
休

業
制
度
等
が
す
べ
て
の

事
業
所
に

導
入
さ
れ
る
よ
う
に

重
点
的
に
啓

発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

愛
媛
女

性
少
年
室
で
は
、
次
の

行
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

O

「
介
護
休
業
な
ど
に
関
す
る
説

明
会
」

日

日寺

ハ
U
1
1

に
U
1
1

1
i
E
F
J

1
i
Fト

ート

午
後
l

時
却
八
刀i

東
京
第

一
ホ
テ
ル
松

士易

所

コ
ス
モ
ホ

l

ル

O
育
児
休
業
、
介
護
休
業
な
ど
仕

事
と
家
庭
の
両
立
の
支
援
の
た

め
の
特
別
相
談

受
付

平
日
9

時
i

凶
時
半

場
所

愛
媛
女
性
少
年
室

口
問
い
合
わ
せ
先 111 

T
7
9
0

・

0
8
0
8

松
山
市

松
山
若
草

若
草
町
4

番
地
3

合
同
庁
舎

(
2
9
3
5

・
5
2

2
2
)
 

園
平
成
叩
年
度
後
期

圃
支
E

食
主
式
食

・
4
f
A目
・
和
〓
刃
-
-
-
-
E
思

職
業
能
力
開
発
促
進
法
(
法
第

臼
条
)
に
基
づ
い
て
労
働
者
の
有

す
る
技
能
を

一
定
の
基
準
に
よ
っ

て
検
定
し
こ
れ
を
公
証
す
る
国
家

検
定
制
度
で
あ

る
技
能
検
定
を
次

に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す

。

口
一
堂
検
資
格

職
業
訓
練
歴
、
学
歴
等
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が

、
検
定

職
種
に
つ
い
て
の
実
務
経
験
年

数
が
必
要
で
す
。

口
実
施
職
種

鋳
造
、
鉄
工

、

工
場
板
金

、

自

動
販
売
機
調
整

、

空
気
圧
装
置

組
立
て
、
機
械
保

全
、

半
導
体

製
品
製
造

、

農
業
機
械
整
備
、

婦
人
子
供
服
製
造

、

石
材
施
工
、

和
裁

、

菓
子
製
造

、
か
わ
ら
ぶ

き
、

配
管
、
防
水
施
工

、

鉄
筋

施
工

、

機
械

・

プ
ラ
ン

ト
製
図
、

塗
装

、

樹
脂
接
着
剤
注
入
施
工

等
。

(
実
施
級・
:
特
級
・
1

級
-

2

級
・

3

級
)

口
実
施
期
間

平
成

凶
年
ロ
月
7

日

間
か
ら
平

成
日
年
2

月

幻
日
間
ま
で
の
聞

に
お
い
て
愛
媛
県
職
業
能
力
開

発
協
会
が
指
定
す
る
日

口
実
施
場
所

同
協
会
が
指
定
す
る
場
所

口
受
付
期
間

日
月

1

日
捌
か
ら
叩
月
日
日
幽

ま
で

口
受
検
手
数
料

実
技
試
験
1

5
、

4
0
0

円
以
内

学
科
試
験

3
、

0
0
0

円

口
受
検
案
内
・
申
請
書
の
請
求
お

よ
び
提
出
先

一T
7
9
0

・
0
0
0
3

松
山

市
三
番
町
4

丁
目

凶
の
l

愛
媛

県
三
番
町
ピ
ル
愛
媛
県
職
業

能
力
開
発
協
会

(
E
9
4

1

・

5
8
8
5
)
 

園
最
低
賃
金
改
正
の

園
お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は

、
県
内

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を

改
正
し

、
日
月

1

日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た

。

こ
の
決
定
に
よ
り

、
日
月
1

日

以
降
分
と
し
て
労
働

者
に
支
払
う

賃
金
は
、
1

日

4
、

7
7
0

円

(1

時
間
5
9
7

円
)
以
上
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
基
準
局
賃
金
課

(
宮

9
3
5

・

5
2
0
0

)
ま
た
は

松
山
労
働
基
準
監
督
署

(
2
9

3
5

・

5
2
1
5

)
ま
で

園
自
動
車
損
害
賠
償

園
責
任
保
険

最
近
叩
年
間
で

交
通
事
故
の
死

傷
者
数
は
約
加
%
増
加
し
、
問
万

人
近
い
方
が
亡
く
な
っ
た
り
、
負

傷
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、

白
賠
責
保
険
の
支
払
件
数
も
年
間

間
万
件
を
超
え
る
な
ど
、
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す

。

自
賠
責
保
険
は
、
万
一
の
交
通

事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク

・

原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
の
保
有
者
に
加
入
が
義
務

付

け
ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
で
す

。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い

た
ら
、
い
そ
い
で
保
険
(
共
済
)
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
無
保
険

(無
共
済
)
車
の

運
行
は
ド
ラ
イ
バ

ー

の
基
本
マ
ナ

ー
に
反
す

る
ば
か
り
で
な
く

、

罰

則
の
対
象
に
も
な
り
ま
す

。

特
に

車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク

、

原
動

機
付
自
転
車
は
「
期
限
切
れ
」、

「
か

け
忘
れ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

.10月三砂@収集目・
清掃センタ ー 電話 966-4989 

1 .もえるとみ

収集曜 日 収集地域 収集日又は収集変更 日

東谷 ・ 西省

月・木 土谷・滑川・奥松瀬川

毎 天神 (山田団地を除く ) 変更なし

北方東 ・ 北方西

週 火 ・金
南方東 ・ 南方西

水・土
町西・町東 (天神を除く ) 10 月 10 日 (土)は

山田団地 ・ 4黄灘団地 ・前松瀬川 10月 9 日 (金)に収集

I~もえないごみ・有資源回収
収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷 ・ 西谷

土谷・ 滑J Il・ 奥松瀬川 10月 12 日 ( 月 ) 1 0 月 26 日 ( 月 ) 1 0 月 19 日 ( 月 )

天神 (山田団地を除く )

北方東・北方西
10月 1 3 日 (火 ) 1 0 月 27 日 (火) 1 0 月 20 日 (火 )

南方東 ・ 南方西

町西・町東(天神を除く)

山田団地・ 横灘団地 10月 14 日 (水 ) 10 月 28 日 (水) 10 月 2 1 日 (水)

前松瀬川



健康センターから

1，0周健康情報
-健康センター fi966・2191

-姐暗四歳豪酒

0 1 歳 6 カ月児健診
日 時 10月 22 日 (木)

受付午後 1 ~ 2 r時
場 所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成 9 年 2 月 ~4 月生
まれの幼児

内 容 身体計測、発達チェッ
ク、貧血検査
小児科診察、歯科診察、
保健指導、栄養指導、
歯科指導

持参 品 母子健康手帳
アンケート

(事前に送付ーします)
0育児相談
日時 10月 29 日 (木)

受付午前 9 ~ 10時
場 所 {佳康センター l 階
対象児 平成10年 3 月 4 月、

平成 9 年 8 月. 9 月生
まれの乳幼児( 6 ・ 7
カ月児、 l 歳 1 . 2 カ

月児)
内 容 身体計iWJ 、 発達チエツ

ク、保健指導、 栄養指

導
持参品 母子健康手帳

アンケート

(事前に送付します)
0育児学級
日時 10月 29 日 (木)

受付午後 1 ~ 2 H守
場 所 健康センタ ー l 階
対象児 平成10年 6 月 7 月、

平成 9 年 11 月 ・ 1 2月生
まれの乳児 ( 3 ・ 4 カ
月児、 10 . 11 カ月児)

-5i1師詩Eヨ・

内 容 身体計j則、発達チ ェッ

ク、小児科診察
保健指導、栄養指導

持参品 母子健康手帳
アンケート

(事前に送付します)
O乳幼児相談
日 時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場 所 健康センタ- 1 1惜
持参品 母子健康手帳
内 容 身体計測、育児相談

置医薬京霊童

Oいきいき健康講座
「あなたの肝臓は元気?J 
日時 10月 28 日 (水)

午後 l 時30分~ 3 時
場 所 健康センター 21暗
講 師愛媛大学医学部第一内科

高田清式先生

画提言語i瑞置

0滑川健康相談
日時 10月 27 日 (火 )
場 所 九!務午前10時~ 11 1時

海上午後 11時 ~ 21時
生活改善センター
午後 2 時半~ 3 時半

O健康相談・栄養相談
血圧測定、尿検査を行っています。
健康に関することはお気軽にご相
談下さい。

日 時 毎週水曜日
午前 9 時~ 12時

場 所 健康センター l 階

運動指導室
。こころの健康相談
精神的に不安定だっ たり、お年寄

po /
バ
ハv

n
U
 

nu 
/
 
n
U
 

40歳からの健康週間

りの痴呆等の相談をお受けしています。
日 時 10月 22 日 (木)午前 9 時~ 12時
場 所 健康センタ一及び家庭訪問

(注)予約制ですので 、 事前に保健婦ま
でご連絡下さい。

.，0恒国-

理学療法士による機能回復の訓練を行 っ
ています。
日 時 毎週水曜日午後 l 時~ 311寺
場 所 ガリラヤ ;11:
(注) 申し込みが必要ですので、保健婦まで
ご連絡下さい。
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EIII闘世畠園陸皿・

日 時 毎週月曜日
午前 8 時30分~ 10時

場 所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鍛札、

予防注射済票

iIl]月の当番医

日 当番医 住所 電話

4 日 北上靖"P!{ 975一

( 日 fiîll 日 ) 援形外手| 松山市平井町
3753 

10 日 西野内科
重信町牛 jjjJ

964 

(体育の日) クリニ γ ク 2200 

11 臼 愛媛十全医療
川内 IIrj・ 南方

966-
( 日!穣日 ) 学院附属病院 5011 

18EI ，*，川病院 松山市南梅本町
976ー

( 日 H程日 ) 7811 

25EI 宮 内病 院 tt~山市北梅本町
975ー

( 611翌日 ) 0091 

(診療時HIJ 午前 8 時30分~午後 51時30分)

日 時 対象児 と 注意事項

者E
10月 2 日幽 3 ヵ月 ~ 7 歳 6 ヵ 月の者

午後 2 時~3 時 *百日ぜきにかかったことのある方は二種混合 ( ジフ
t見 テリア・破傷J9R ) を受付で申し出て受けて下さい。必E〉B • 

ボ
10月 14 日 附

3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。
2 1 日 付d * 下痢の方は受けられません。

オ 午後 2 時~311寺

麻 10月 22 日 (木) l 歳-7 歳 6 カ月の者麻
*以前に、 MMR と( 疹あ ・ Jift~疹 ・ おたふくかぜ)あ ワク

疹
午後 3 時~ チンを接種したこ の る方は 、 受ける必要は りま

3 時30分 せん。

。場 所 健康センター 21渚 。持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、 体j肘|



Photo 

表紙の写真

9月 15 日 、 老人福祉大会でのーコマ。

子どもたちの敬老作文の発表やアトラクシ

ヨンで、おもわず微笑みがもれていました。

口

世帯数

戸籍の窓
( 8 月受付分 ・ 敬称略)

( 9 月 1 日現在)

11 ，046人 (+9 人)

5，230人 ( + 4人 )

5 ，816人(+ 5 人)

(+ 5 戸 )

町の動き

3，728戸

男

女

人

官
野
和
太
郎
国
務
大
臣

の
墓
参

昭
和
四
十
四
年

、

菅
野
和
太
郎
国
務
大
臣

(当

時
経
済
企
画
庁
長
官

・

万
国
博
担
当
大
臣
)
が
墓

参
の
た
め
、
川
内
町
を
訪
れ
た
時
の
写
真
で
す
。

菅
野
氏
は

、

祖
父
の
実
家
が
川
内
町

(竹
之
鼻

菅
氏
)
で

、

幼
時
の
頃
か
ら
墓
参

、

夏
休
み
等
で

よ
く

川
内
町
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
が

、

こ
の
写
真

撮
影
当
時
は
、
大
臣
就
任
中
の
墓
参
と
い
う
こ
と

で
大
勢
の
人
々
の
歓

迎
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

(竹
之
鼻

高
須
賀
嘉
隆
さ
ん
提
供

)

な
つ
か

し

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
l

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

女お誕生おめでとうございます

住 所 保 護 者 名目リ 生年月 日

)ji( i'l' 仙 i&晃 ー郎 有者J 7.26 
-勾!.;!-で，よτιl 面出T朝太郎 前v，jH仕l1 事，む日 7.30 

天干11 1 近藤 真孔 ilif キ日 7.30 

f米~~ j也任1 ~阿と Jリ{ ~k 8. 2 
木一〆H本 /1主音11 勇次 宏ひ , 哉 8.12 

ノk llij- 藤川 ヰー 8.12 

川内マンション 重松聖二 是/，正7う 受ひん: 8.22 

女ごめい福をお祈り いたしま す

住所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

{左 11'1 太郎 91 8. 5 佐伯太郎

且之上 山卜 正 65 8. 9 JJIT 

」二r~lrlî 波宮 11 ~:!:1:重 89 8.12 ;1主音 I )j!ill '品

:1ヒ八幡 谷尾 直jE[ 80 8.25 谷J毛|立imt

下 ilifJ: 柿l山直!資 72 8.26 桐I.LJ i!i.(nj 

老
人
福
祉
大
会
の
時

、

で
行
わ
れ
た
作
品
展
は
み
ご
と
な

作
品
ば
か
り
で

、

大
勢
の
方
が
作

品
を
丹
念
に
見
て
い
ま
し
た

。

ま
た
、

ロ
ビ
ー

に
は

御
意
見
箱

も
手
‘
、
つ
く
り
で

、

す
ば
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

ロ
ビ
l

展
も

、

受
付
の
設
置
な

ど
で
ス
ペ
ー
ス
の

制
約
が
あ
り

、

い
き
お
い
、
手
狭
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が

、

も
っ
と
多
く
の
人
た
ち

の
作
品
を
見
て
み
た
か
っ
た

。

ロ
ビ
ー編集/) 1 1内町総務課

干 79 1 -0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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と匝国見〉

左端が鉄鉱 (鉄製の矢じり )

現
在

、

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
揚

り

畑
遺
跡
か
ら

三
点
の
"
矢
じ
り
“
が
出
土
し
ま
し
た

。

三
点
の
う
ち

二
点
は
石
製
で

、

サ
ヌ
カ
イ

ト

と
黒

(大
分
県
姫
島
産

)
で
す
が
、
も
う

一
点
は
鉄

曜
石鉄

鍛

(
鉄
製
の
矢
じ
り
)
出
土

(
鉄
製
の
矢
じ
り
)
で
す。

こ
の
鉄
搬
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
遺
構
内

(建
物

跡
)
か
ら
出
土
し
て
お
り

、

そ
の
時
代
の
鉄
織
で
あ

れ
ば
出
土
例
も
少
な
く
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
す

。


